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1 ｡ 大学等地域開放特別事業 (大学子
どもプラ ン) に つ い て
1 ｡ 1 大学等地域開放特別事業の要 旨
大学等地域開放特別事業 ( 大学子どもプラ
ン) は , 平成 1 4年度の 完全学校過5 日制 の
実施に 向け , 文部省が平成 11■年度か ら 3年
が か り で取り組む ｢地域 で子どもを育て よう
緊急3 ヶ 年戦略 (全国子どもプ ラ ン)｣の 1
つ と して文部省が 全国的に 実施す る事業 で ,
国立大学 などの 教育施設を学校休業土曜日 ,
日曜日 , 夏休み などに 地域に開放 し . 子ども
たちが多彩な活動を体験 できる機会を提供す
るもので す .
各機関が子どもたちとその保護者を対象に
それぞれの施設を利用した開放 プロ グ ラ ム を
策定 し , 文部省が採択した もの に対 して は予
算配分が なされる こ とと な っ て い ます｡
こ の事業の 背景に
,
lま, 近年 , 子どもの ｢生
きる力｣ をは ぐ
L
く む上で の , 子どもたちの 生
活体験 ･ 自然体験 の不足が指摘されて い る こ
とがあ
-
り , 中央教育審議会答申で も , 異年齢
集団活動など., 子どもたちに豊か で多彩な体
験活動の嘩会を与え , 心豊か に育て て いく環
境を整備するまうに との 提言が なされて い る
こと があります ｡
なお , 事業計画策定に 当た っ て は次 の 点が
義務づ けられます ｡
○ 子どもたちが 日常 で は休験で きな い生
活体験や 自然体験 の機会を提供す るも
の で ある こと
○ 対象者は , 主と して小 o 中学生 (保護
者を含む) で ある こ と
○ 実施場所は , 大学施設で ある こ と
予算抱置と して は , 平成 11年度は総予算
32,60Q千円｡ 118機関か ら計画書が提出され ,
76機 関の 100 事業が 採択さ れて い ます ｡. 辛
成 1 2年度 は総予算が 65,0 21千円 と倍増 し ,
大規模機関3専業 , 中規模機関2事業 , 小規
模機 関 (高専', 共同利用機関を含む) 1事業
:
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が 各機関の 採択事業 の上限と されて い ます ｡
1 . 2 高岡短期大学での過去の実施状況
本学 で は , ｢親子で 体験 夢づくり ｡ もの づ
くり｣ をメ イ ン テ ー マ と して , 初年度に当た
る平成1 1年度か ら実施 して い ます｡
平成 1 1年度は■, 産業情報学科 (現地域 ビ
ジネ ス 学科) 教員を中心に コ ン ピ ュ ー タ等の
マ ル チ メ デ ィ アを活用 して の T シャ ツ 9 カ レ
ン ダ ー
, 名刺などの オリ ジナ ル グ ッ ズ作りを
実施 しま した ｡ ( 副題 - パ ソ コ ンを使 っ た オ
リ ジナ ル グ ッ ズ作成数喜 一 ) 期日 は別己祭
(大学祭) 当日の 10月 31日 (日) に 100名
の 募集人員で実施 し ま.したが , 参加者 は当日
の 申込者も含め 157名で した ｡
参加者 1 57名
担当教官 6名
学生補助 15名
1 . 3 平成1 2年度実施 に至るまで の経緯
･ 平成 11年1 1月: 開放 セ ン タ ー 運営委員
会を通 じて大学内に 実施計画案 の提出を
依頼する (ノ
金属工芸専攻か ら 7件の案 が提出さ
れる
総合基礎 グル ー プか ら1件の 案が提
出される
･ 平成 12年3月 : 金属工 芸 ｢ 錫の 鋳造 で
の 作品別侭｣ を実施する こ と と し , 文部
省に 実施経費予算要求する ｡
･ 平成 1 2年5 月 : 文部省か ら事業に 要す
る経費と して 40万円の 配分通知を受ける ｡
･ 平成 1 2年5 月 : 実施期日 , 募集人員等
を最終決定し , 広報活動に 入 る ｡
｡ 平成 12年7日 : 金属工芸 コ ー ス の 学生
( 専攻科学生及び学科 2年次生 及び研究
生) か ら補助学生を募集 し , 決定する ｡
親子で体験 夢 づくり ･ も の づ くり一蝋型鋳造で オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ制 作 -
･ 平成 12年7月 :受講者を決定 し , 傷害
保険 に加入 する ｡
1 . 4 広報活動
･ 高岡市広報 ｢ 市民と市政｣ に掲載 (7月
1日付)
･ 昨年度参加者の うち今年度の 対象と な る
児童宅 ヘ リ - フ レ ッ トを郵送 ｡
･ 高岡市内 各小学校･(fo授) ヘ リ - フ レ
ッ トを持参 ｡
･ 北日本新聞 , 富山新聞 , N H K亭山に 広
報依頼｡
(N H K富山 で は , 塁及び夕方 に テ レ ビ
で , その 他随時 ラ ジオ で広報)
1 . 5 受講者の 内訳
･ 受講者数 32名
･ 形態別
子 ど盲 保護者
し至どもの み参加(1人) 3組 3
子どものみ参加(友達同士) 3 組 7
両親と参加 1組 2 2
_壁墾と参加 7組 9 7
祖父と参加 1組 1 1
計 1 5組 2 2 10
子ども 保護者
男 14 1 2 2
女 1 8 10 8
計 3 2 22 10
･ 学 年別
小学2年生 2
小学4年生 1
小学5年生 l l
小学 6年生 6
中学生 2
保護者 10
計 32
･ 本 事業を知 っ た 方法
高岡市広報 4組
小学校か らの 案内 3 組
ラ ジ オ 1 組
本学 か らの 案内 3 組
知人 3 組
本学関係者 1組
計 1 5組
1 ｡ 6 事業担当者の内訳
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氏 名 所属官職又は職名 担 当~~~~
行田 博 副学長(開放センター長) 総括
小堀 孝之 産業造形学科教授 企画 . 実 施責任者
三船 温 尚 産業造形学科助教授 企画 . 実施担当者
関 賢 一 事業課長 広報責任者,実施担当者
河西 義 一 企画調査係長 実施担当者
余川 昌代 企画魂査係員 実施担当者
(学生補助者)
7月28日 7月29日 8月4日 8月5日
･産業工芸学科学生 7 7 6 6
専攻科学生..= 2 . 6 6 6
研究生 ■1､ 1, 1 1
計 一ー 10 14 13 13
2 . 講座の内容
第 一 日日 (7月 28日.
･ 金)
(1) 概要説明
｡ 全体の作業工程を説明する ｡
｡ 蜜蝋 (※ 1), 松ヤ ニ (･X 2), 鋳物 砂 , ピ
ュ
ー タ ー (※ 3) な ど の 材 料 の 特性 な
どを説明する ｡
｡ 世界の 蝋型鋳造の歴史を解説 し , 実際の
出土青鋼製品の ス ライ ドを映写する
｡ 半世紀前の ア フ リカの 蝋型鋳造工程の ビ
デオ テ ー プを映写する ｡
(2) 蝋 の 調合
｡ 蜜蝋と 松ヤ ニ を1対 1.2 の 重量比で計量
する ｡ まず融点の 高い 松ヤ ニ を鍋に入 れ
ガス コ ン ロ で加熱する ｡ 松ヤ ニ が溶けた
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ら次に 蜜蝋を入れてさ.6 に加熱する o
よく溶けたら 200番 (※ 4) の細か い 金網
ふ るI l
( 節)で瀕して ゴミ の 無い 蝋 をボ ー ル に
溜める ｡ 冷めて固ま っ たらボ ー ル の 底を
外から加熱して , ボ ー ル から はずして取
る ｡ 蝋の計量や , か き混ぜ る作業は子ど
もたちが行う ｡
(3) 蝋原型の 制作
･ ボ ー ル の お 渇 で蝋 を柔 ら か く し , 定盤
(平らな板) のう えで自由に 形を作る ｡｡
･ 制作 に使う焼 き ベ ラ (※ 5) は , ひ と り
ひ とり子どもが針金を叩 い て先 をつ ぶ し
て 作る ｡
(4) 鋳型用の 土作り
･ 蝋原型 に つ け る 3種 類 の 鋳型 用土 を作
と こ
る ｡ 第 一 層目の最も細か い土 は , 砥の 粉 ,
ま わ は C る
浜砂 (※ 6) , 5 0番節 の 真土 (※ 7), 埴汁
(※ 8) (粘土汁) を混 ぜて 作 る (⊃ 第 二 層
目の 土 は , 50番節 の 頁土 , 短く切 っ た
ジ ュ ー ト (※ 9) (植物繊維), 炭粉 , 堰
汁を混 ぜ て 作 る ｡ 第三層目の 土 は , 10
番節の 真土 , 藁ツ タ , 埴汁を混ぜて作る ｡
子ど もたち全 員 で ジ ュ ー トを ほ ぐ した
り , 土を混ぜ て鋳物土を作 る ｡
(5) 渇道作り
･ 注渇工 程 (※ 1 0), 脱蝋 (※ 11), 仕上げな
どの 説明をし , 子どもたちと サポ ー トす
る学生で 渇道 (※ 12) の蝋をつ ける ｡
親子で体験 夢 づく り ･ もの づ く り 一 蝋型 鋳造で オ リ ジナ ル グ ッ ズ制 作-
第二 日日 (7月 29日 ｡ 土)
(1) 鋳型作り
･ 一 層目の 細か い 砥 の 粉を 1m mく らい の 厚
さ で蝋原型に塗る ｡ 続けて二 層目の 土を
1cm の厚 さに つ けて い く ｡ 良く乾 い た鋳
型 の 破片をお し つ けて鋳型 の 水分 を取
る ｡ 二層目の 土が硬く な っ たら埴汁を塗
りなが ら三層目の土を 2cmの 厚さに つ け
る ｡ 折れそうな鋳型 は補強の ため に針金
を埋め込む ｡ 同じように水分を吸い と っ
て 完成 ｡ 鋳型 は 3c mほ どの 厚さに な る ｡
受講者全員が自分 の鋳型 は自分 で 作り ,
学生は サポ ー トに 徹する ｡
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(2) 鋳型焼成の 窯作り
｡ 耐火 レ ン ガで 鋳型焼成 (※ 13) の窯を作
り始め る ｡ 太 い鉄棒を レ ン ガの 上に横に
渡 し鋳型を乗せ る準備をする ｡
第三 日目 (8月4日 ｡ 金)
(1) 鋳型の 窯詰め
｡ 乾燥 した鋳型を7 グル ー プに分け , グ ル
ー プごとに まとめて窯詰めする ｡
(2) 鋳型焼成窯の 完成
｡ 全員で 窯の側壁 , 天井を耐火 レ ンガ で作
り , 窯を完成させ る ｡
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(3) 脱蝋
･-七輪で炭に火を着け , 子どもたちで鋳型
の下に まん べ ん なく炭を配置する ｡
蝋 の煙が出て蝋が 溶け始め る ｡ 約2時間
30分か けて脱蝋する ｡
(4) 焼成
おこ
｡ 1回目の 松薪 を織 っ た炭 の上 に投入 し薪
を燃 や し鋳型焼成 に移る ｡
｡ 1時間後 , 2回目の薪を投入 する ｡ 薪 の
焚きだしか ら2時間後 , 鋳型の 中心部の
色を 見るため の色見穴 が赤く なる ｡ 鋳型
が焼けて きた ｡ しばらく蒸らす｡
｡ 焚き だしか ら 4時間30分後 , 3 回目の
薪を投入 し , 空気孔 , 天井の 穴を小さく
絞り , ゆ っ くり薪を燃やすc その まま翌
朝まで窯の 中で鋳型を蒸らす ｡
(5) ピュ ー タ ー 作り
｡ 着火した コ ー ク ス炉の 上に , ス テ ン レ ス
の ボ ー ル を乗せ , ボ ー ル と の 接地面が大
きくな るよう錫を小さく折 っ て入 れる ｡
｡ 錫 が 溶け た ら松ヤ ニ を浮 か べ 酸化を防
ぎ , 錫の重さの 5%の 鋼片を入れる ｡
｡ ス テ ン レス の ぁたまで か き混ぜ , 時間を
か けて銅を溶か し合金の ピ ュ ー タ ー を作
る ｡
｡ そ の まま放置し , ボ ー ル の 中で ピ i 一 夕
- を固め る ｡
第四日目 (8月 5 日･ 土)
(1) 窯壊し
｡ 学生が中心 にな っ て ,窯の レ ン ガを壊 し ,
グル ー プごとに鋳型 を取 り出す｡
(2) 溶解 ･ 注渇
｡ コ ー ク ス 炉に ボ ー ル を乗せ , ピ ュ ー タ ー
を溶か す ｡ ボ ー ル の 接地面が大きい ため
短時間で 溶ける ｡
｡ 容器に 乾 い た土を 入 れ , 土に埋 め 込ん
で 複数 の 鋳型 を上向 きに立 て る ｡ 水気
の あ る土 の 上 に 溶け た ピ ュ ー タ ー が こ
ぼれ る と , は じけて 飛 ん で く る の で 注
意する ｡
親子で体験 夢づくり ｡ も の づ くり一輪型鋳造で オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ 制作-
｡ 耐熱 の作業着 , 顔面の 保護面 , 防塵 マ ス
クを着け , 万全の 準備をする ｡ お たまで
ピ ュ ー タ ー をすく っ て自分の 鋳型に注渇
す る｡
(3) 鋳型ばら し
･ ピ ュ ー タ ー が充分冷めて 固ま っ たら , 鋳
型を金槌 で叩 い て 壊 し作品を取り出す｡
(4) 仕上 げ
･ 渇道を金 ノ コ で切断し , ヤ ス リ で削 っ て
仕上げる ｡
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(5) 作品鑑賞
｡ 受講者 一 人 一 人が講座 の 感想 , 作品の 解
説を述べ , で きあが っ た作品を全員に 回
す ｡ 他 の人 の作品を手に とり , 間近で鑑
賞する ｡
(6) 修了証授与
｡ 開放 セ ン タ ー 長か ら講座の 修了証が 一 人
⊥ 人に 手渡される ｡
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(7) 記念損影
･ 受講者 一 人 一 人が , それぞれの作品を手
に , 記念写真を掘 る ｡
3 . 講座に参加した人たちの感想
3. 1 受講者の感想 (原文のまま)
･ ぼく は , も っ と簡単だと思 っ てい まし た ｡
で も , とてもとて もむずか しくて び っ く
りしました ｡ へ ら作り , 土作りをして と
っ て も勉強 に なりました ｡ 特に 一 番むず
か しか っ た所は , 作品に土を つ けて , 漢
に石(鋳型の破片)をつ けると ころです ｡
( 小学5年生 ･ 男子)
･ 金ぞく がねんどみ たく曲が っ たり して い
た こ とが初め てわか っ た ｡ さ い ごの 土を
こわ して い るときが たの しか っ た ｡ い ろ
い ろた い けん で きて たの し か っ た ｡
( 小学5年生 ･ 女子)
｡ すごく作品がうまく作れたの でよか っ た
で す｡ 僕に もこ んな作品が作れるな んて
すごい なと思 っ た ｡
(小学6年生 ･ 男子)
o 最初は ｢割れたりする か も｣ と か ｢上手
く いく か な｣ などと不安だ っ たけど , す
ずを流し こんで しばらく して割 っ てみ た
ら最初作 っ たの と同 じ形にな っ て い たの
でうれ しか っ たで す｡
(小学 6年生 ･ 女子)
｡ 型づくりな ど何回も失敗 し たけれど , 無
事に 完成 して 良か っ たで す｡
それに と っ て もお も しろ か っ た です ｡ い
ろ い ろ大変だ っ たけど楽しか っ た の で夏
休み の い い 思 い 出で す｡
(中学1年生 ･ 女子)
もの づくりと い うの はと て も大変で , 小
さ い こ と の 積み 重ね の 根気の い る作業
で
, で も , だか ら こ そ完成 ! の 喜びも大
きい の だとい う こ とを実感で きて とて も
良か っ た と思 い ます ｡ 子どももその 子な
りに 一 生懸命や っ て い て な か な か できな
い 貴重な経験が で きて幸せ だ っ たと思 い
ます｡ 学生さん たちもよく してくれま し
た! ありが とうござい ました ｡
(保護者)I.
o 軽 い気持ちで参加 したの で すが , 何も な
い と ころ か らもの を創 ると いう こ との 大
変さを各工程で思 い知ら されま した ｡ で
も , 自分の 創 っ たもの が完成 し たときの
達成感を味わう こ とが で きました ｡ 家庭
で は体験 で きない こ とをや らせ て頂くの
はとて も貴重な こ と と思うの で , こ れか
らもお願 い した い と思 い ます ｡
(保護者)
親二(で 体験 夢 づくり ･ も の づ く り一蛸型鋳造 で オ リ ジナ ル グ ッ ズ制作 -
｡ い ろ い ろな工程を経て作 られる蛸型鋳造
は , 最後までどん な風 に で きてく るか わ
か ら な い 楽しみ を美 的 セ ン ス は もち ろ
ん , 技術力 , 経験 , 勘 とさまぎまな要素
が 1 つ に な っ て , 作品にな るの だなあと
大変勉強に なりました ｡ 美術館で蝋型鋳
造の 作品を見 たの ですが , こ の 作品はど
こ に湯道をつ けるの だろうな どと鑑賞の
仕方が 今まで と違 い ワ ク ワ ク しま し た ｡
世界が広が る っ て楽しい ですね｡
( 保護者)
次 に北日本新 聞読者 コ ー ナ ー ( 平成12年8
月 20日付け朝刊) に投稿され掲載され たも
の を紹介します ｡
･ 高岡短大 で親子で 体験
高岡市 安井紀美子
私は , 夏休み の 思い 出づくりの た め ,
高岡短期大学 で 開 か れ た ｢親子 で 体験
蝋型鋳造 でオ リ ジナ ル グ ッ ズ制作 ･ 四日
間｣ に 参加 しま した ｡
ミ ツ バ チ の蜜蝋と松ヤ ニ を煮合わせ た
蝋 で 原型 を作り , その まま土 にく る み ,
加熱 して 中の 蝋を溶か し , すき間に 溶け
た金属を流し込んで や っ と･一 つ の作品が
で きあがります｡ 完成させ るの に , どれ
だ け多くの 人の 手の お世話に なら なけれ
ばならな い かを , 作業を通 しなが ら教え
て い ただきました ｡
泥だ らけ , 煙 の 中｡ 何百度もあ る熱 い
金属を溶か し続ける作業など , こん なに
大変な思い を しなければ作品は で きませ
ん ｡ だか ら , も っ と物を大切 に してほ し
い と い う願 い が , 行動を通 して , 子ども
たち の 心に 届 い たよう に 思 われま した ｡
学生 ス タ ッ フ の方 たちの親切 で さわや か
なサポ ー トがあり , 本 当に 楽しさ二百 パ
ー セ ン トの 中で作品が で きあが る喜びを
子どもと 一 緒に体験 しまし た｡ 夏休み の
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最高 の思 い出に な っ たと思い ます｡ 来年
もま た参加 しよう と , 子どもと約束 しま
した ｡ 高岡短大の 皆さま , ありが とうご
ざい ました ｡
3. 2 事業を担当しての感想
サポ ー タ ー として参加 した学生の感想
専攻科 産業造形専攻 2年生 小畑 和也
私は こ の 講座 で 小学生 の サ ポ ー トを
す る事 に なり , 最初は少 し緊張 して 原
型作 りを教えて い ま し た ｡ し か し , 子
ど も達と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をと る こ
とで , 楽 しみ なが ら教 え る事 が で きま
し た ｡ 最近 の 小学生は あま り泥 ん こ遊
びをしな い の か なと思 っ て い ま したが
,
鋳物土 作り で 子 ども達が 楽しそう に土
を こ ね たり , か き混 ぜ た りす る姿 は微
100 小堀孝之 , 問 質一-, 河内義 . , 三船 温r
'
'
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J , 余jfl昌代
笑 ま し く 思 え ま し た ｡ 錫 を 流 し込 む
｢吹き｣ の 時に見せ た子ども達 の 真剣な
顔 つ き は , 私 が初め て ｢吹 き｣ を体験
した時の ことを思 い 起 こ させ ま した ｡
そして ; 鋳型を割り出して自分の 作品
を見た子ども達はみ ん な笑顔を浮か べ て
い ま した ｡ 子ども達に ケ ガもなく , 無事
に四日間が終わりほ っ と しました ｡
ひ と つ の モ ノ を作り上 げる こ と は , こ
ん毎に も大変なん だと い う思 い と , 自分
が苦労 して最後までモ ノ を作り上げた経
験を , こ の 夏の 想い 出と して心に残して
欲しい と思 いますo
専攻科 産業造形専攻2年生 高田 貴美子
私は こ の ｢子どもの 蝋型鋳造講座｣ に
サポ ー タ - と して 参加して , 大学の 授業
で は学ぶ事の で きな い もの をたく さん学
びま した ｡ まず , 教 える事の 難 しさ です ｡
参加者 の方 に蝋型鋳造を理解して もら え
るよう説明する だけで は なく/その 作業
の 様子 も注意深く見て い なければなりま
せ ん ｡ 先生方の 日頃 の ご苦労を身をも っ
て知りま した ｡
しか し , その 苦労以上に 参加者の 方達
の作 る蝋原型が素直で奔放 な こ とに 驚か
され , 私自身の もの作りの 感性を刺激 さ
れま した ｡ そ して , 本 当に 楽 しみ な がら
一 生懸命作る姿 に 9 もの 作りの 原点を感
じて い ました ｡
今回 の 様な大学の 開放事業 は地域の
方 々 に と っ て も , 私達学生 に と っ て も ,
大変に有益な事だと思い ます｡ 特に子 ど
も達に鋳造 を体験 させ てあ げら れ る事
は , 鋳物の 街高岡の 将来 に繋が る事 で は
な い で し ょ う か ｡ こ の 事業 が毎年続き ,
学生と市民との 交流が深まり , 高岡の 発
展に繋がる事を期待 して い ます ｡
産業工 芸学科 金属工芸専攻2年生
吉田 展子
子どもたちと接する こ うし た機会は ,
自分が H子どもたちI†と呼ばれる歳頃を過
ぎて か ら ,今まで に･4 - 5回ほ どあ っ た ｡
その 中で も , 今回の 蝋型鋳造講座 は か な
り ‖うまく い っ た■tと い う感想を持 っ た ｡
これは単に , 段どりが良か っ た , ケ ガが
なか っ た , と い うだけで なく , イ可と い う
か , 実質的に , 子供たちに体験 してもら
え た , 彼らの 心に何か が届 い た , と いう
気持ちに ; 一 方的か も知れ な い が , なれ
たか らだ ｡
少なく とも私が身近 で サポ ー トさせ て
もら っ た子どもたちの 場合 , 最初は親御
さん の 積極的な姿勢に ぁ されて るようだ
っ た子が , 日増 しに 積極的に な っ て ゆ き ,
親子で体験 夢 づくり ･ もの づ くり-蛸型鋳造 で オ .) ジナ ル グ ッ ズ制 作-
その 微妙な姿勢の 変化が , わずかなしぐ
さと して 見られたの は , こちらもうれし
く思 っ た ｡ その 一 方で , 最後まで ノ リき
れなか っ た子もい て t そう い う子は , む
しろごく最近 の 自分を見て い るよう で ,
どう してあ げればよ い か 分か らず , ただ ,
｢ワ カ ル ゼ その感 じ ｡｣ と思 っ て 見て い る
こと し か で きなか っ た ｡
何 もな い と ころ か ら モ ノ を創り出す ｡
好きなもの を自由に , とは言われるけれ
ど , それゆ えの と まど い ｡ ｢慣 れてない
もん な ｡ そん な こ と言 われ た っ て ｡｣ と
声をか けて あげたく な っ た ｡ た だ , 私の
子どもの ころは もう少 し , 無責任に 手を
動 かせ て い た気 がする ｡ や は り , 今 は ,
少な い制約の 中で 自由に動く機会が減 っ
て い るの だろうか ｡
こ の よう な社会を つ く っ て きた大人た
ちに と っ て , 今回の ような機会をより多
く の子どもたちに ‖与える ‖ こと は ,また ,
その責任な の だろうと思う ｡ 名目だけの
l'体験 ‖講座を手伝 わされるの は本当に 気
の め い る こ と だが , 今回の よう な ‖実の
ある''休験講座に 参加 で きた こ とを , 正
直うれ しく思 っ て い る ｡
担当ス タ ッ フ としての 感想
事業課企画調査係貝 余川 昌代
普段体験 で きな い ｢蝋型鋳造 でオ リ
ジナ ル グ ッ ズの 制作｣ と い う企画 の も
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とに実施担当者として広報等に 関わり ,
実施日を心待ちに して い ま した o
参加された人 たちは , 全国 一 の 暑さと
土間 (鋳造室) の熱気の 中 , それを吹き
飛ばすくら い の 熱心さで 親子そろ っ て作
品づくりに励 まれま した ｡
蝋型鋳造の 全工程に4 日間汗 だく に な
りなが らも , 全員が最後まで リ タ イ アせ
ず無事に成 し遂げられた こと は , 本当に
良か っ たと思 い ます｡ ドキ ドキ しなが ら ,
鋳型か ら作品を取り出す時の 子どもたち
の 表情は , なん ともい えな い ほど印象的
で した ｡ また , 完成 した作品を並べ , み
ん な で わき あ い あ い と講 評会 を 行 い ,
｢よく がん ばりま し た｣ の 修了証 をもら
っ た時の 子どもたち は , 作品を完成させ
た達成感か ら か , ち ょ っ ぴり成長 したよ
うに見えました ｡
もの づくりをと お して , 親子で触れ合
い , 楽しい D うれ し い ･ 苦労 した体験や
もの を大切に す る気持ちが育まれ , 夏休
み の 良い 思 い 出に して もら えた ら , うれ
しく思 い ます｡
私自身も担当者と して ,. 一 緒に楽し い
時間を過ごすこ とが でき , 忘れら れな い
夏の思 い出になりま した ｡ こ の ような事
業をとお して , 地域の 方々 に高岡短期大
学を身近 に感じてもら い , また高岡短期
大学 に気軽に足 を運ん で もら い た い と思
い ます ｡
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4 ｡ 講座の成果, 意義
小物ミIf:之 , JW 腎 ラI叶内議 ･, 二三脈話.1LIl
■
l
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J ､ 余川昌代
今回の 講座 は , 7月28日 , 29日 , 8月4
日 , 5日と頁夏の 暑 い さな か に 実施され , 4
日間毎朝9 : 00フうゝら午後 4 : 00過 ぎま で ,
作業 した わけで すが , なんと い っ て も大半の
受講生が小学生 と言う こ と で ; サ ポ ー トして
くれ た学生諸君も大変だ っ た こ と だと思 い ま
すc また開放 セ ン タ ー 職員の 方々 の ご苦労も
同様 で , その点 に まず御礼を述べ させ て い た
だきた い と思 い ます o
4 日間の 作業工程 につ い ては , すで に 述 べ
られて い る通りですが 9 こ こ で は , 子どもた
ちの 実際の作業風景や , 講座の 雰囲気をふ り
返り , その 成果と意義を考えて みます｡
7 ･ 28(金)
ス ライ ド等を使 い なが ら , 蝋型鋳造の 歴史
や 使用する蝋 の説明か ら始まりま した ｡ 蝋の
持つ 特性 や , 物 づくりの 楽しさ , 奥深さ等を
体験 して もらう こ とを今回テ ー マ に して , 学
生 1 4名 に も手助 けして もらう こ と に な り ,
ス タ ー ト｡
まず , 蝋の 原型作りか ら始まり , 蜜蝋と松
脂を混ぜ合わせ て細工蝋を作り , 親子 一 緒 に
仲良く , 蝋を手で こ ね始め たの です ｡ 最初 は
なか なか うまく行 かず皆 , 悪戦苦闘 ｡ 電熱器
の 上 に ボ ー ル を載せ , お湯を沸か してその 中
で蝋を柔らか く しつ つ , 手練り で形作り して
い っ た の で すが , お湯が熱く なりす ぎたり ,
せ っ かく作 っ た物が崩れたりとそれぞれ苦労
しな がら , い く つ か の 作品を完成 させ て い き
ま した ｡ 最後に湯道をつ けて , 蝋原型の完成 ｡
出来あが っ た作品は水を張 っ た容器に浮 か べ
て 保管｡ こ こ で早くもそれぞれの 子ども達の
個性が 見えてくる - ?
土間に集ま っ てもら っ て , まず土作
'ノ
りか ら｡
蝋の 肌につ けて い く細 か い 土か ら , 鋳型の 大
部分を占める荒土作りな どを学生諸君もグ ル
ー プ別 け して , 土間-一 杯に 広が っ て 作業 ｡ こ
の 土作りは子どもに と っ て , 恰好の , 泥ん こ
運び｡ 人は 土を触る こ とによ っ て,, ス ト レ ス
を発散させ る こ とが出来るの か?
7 . 2 9(土)
鋳型作りの 開始 ｡ 蝋原型 の 肌に砥の 粉を塗
り , はだ土を付けて い くと い う伝統的な真土
型 の 技法で 鋳型を作 る ｡ 指導する学生諸君 も
普段と は違う の か 悪戦苦闘c 暑 い 中汗 だく に
なり なが ら , 頭 に タ オル , 鼻と 口 に は防塵 マ
ス ク ｡
出来あが っ た鋳型 に湯口 を つ けて ; 完成 さ
せて 1週間自然事Z 燥｡
土間の 奥に型を焼く ために , 窯を築く準備c
学生諸君も付き掃 い の ご父兄も 9 皆く たく た｡
8. 4 (金)
朝やや 早く集合して もら っ て 焼窯作り ｡ レ
ン ガを積み , 鉄棒を渡 し , 完成 した鋳型 をな
ら べ て , さ ら に レ ン ガを積み上 げて 9 隙間 は
土間土を練 っ て塗り こめて窯完成 ｡
すぐに 炭をお こ して , 蕪に入 れ熱で蝋 を鋳
型か ら流し出す｡ 脱蝋 が終 わ っ たら , い よ い
よ窯 に薪をく べ て鋳型 の 焼成 o 松薪 は黒 い煙
を出しなが ら 9 勢い 良く燃え上がる ｡
お およそ鋳型 が赤く な っ て素焼 きの 状態に
卑るまで由 , 五時間 ｡ 外は菓夏 9 実習場 の 中
の 温度は - ?
土間の 片隅 で ピ ュ ー タ ー の 準備c 小さなコ ー
ク ス 炉に 火を起 こ し , ス テ ン レ ス 製の 大 きめ
の ボ ー ル に 錫を溶 か すo 溶けき っ たと ころに
5 パ ー セ ン ト ほ どの 鋼を溶 か し こ ん で い っ
て , ピ ュ ー タ ー を作る ｡ こ れが今回の 小物用
の 地金 c, 錫はすぐ溶けて も鋼 が なか なか 溶け
込ん で くれな い (, 錫 の 融解点232度 c 鋼 の そ
れ は 1 08 5度 ｡ 合金と い う の は本 当に不思議
なもの ｡
8｡ 5 (土)
さて い よ い よ金属の 涼 し こみ ｡ 吹きと言う
親子 で体験 夢 づくり ･ もの づ くり一蝋型鋳造 で オ リ ジナ ル グ ッ ズ 制作-
鋳物の ク ラ イ マ ッ ク ス ｡ 前日準備した コ ー ク
ス 炉 に 再度 火をつ けて 地金 を溶 か しは じめ
る ｡ そ の 前に 焼 き上 げた鋳型 を窯を壊して ,
取り出す｡ 土間は嬢と熱気｡ 鋳型は まだ いく
ら か 暖か い ｡
さて , 一 人 一 人順番を決め て ～ 溶けた ピュ
ー タ ー をすく っ て 自分の 鋳型 の 湯口 か ら注 い
で 行く ｡ 皆頁剣その もの ｡ と に かく熱 い の で
やけど等に 注意 ｡ その ため暑くて も全員長袖
長ズ ボ ン o 午前中に どうや ら無事全員の 鋳型
に流し終 え吹き終了｡
地金が完全に 固ま っ て か ら鋳型を壊 して い
くと i 少しづ つ 中か ら作品が顔を出す o 鋳造
で一一 番楽 し い瞬間 o それまで の 苦労が 喜びに
変わる - ?
すぐさま仕上げに か か る ｡ 渇道を金鋸 (か
なの こ) で切り落と し , 鍵 (や すり) を使 い ,
タ ガネ で要ら な い 部分を削り取 る ｡ 細 か い ペ
ー パ ー で 銘目を落と して 磨い て で きあが る c
作品の 完成｡ 最後に皆 で作品の 感想を述 べ 合
っ て , 講評会 ｡ 閉講式 ｡
学生諸君に と っ て も子ども達を相手にする
こと に より , 教え る こ との 難 しさ , 人との コ
ミ ニ ュ ケ - シ ョ ン の大切さを , 肌 で感 じる貴
重な時間に な っ たはずで す｡ ま た子ども達や
ご父兄に と っ て も , 物作りの 大変さ , 奥深 さ
を通して , も っ と物を大切にする気持が生ま
れたはずで すo
我々 もま た , 子ども達を相手に , い つ もと
違う こ と に 戸惑い を覚 えな がら , 子ども達 に
先人遠か ら の 何か を , 幾分か で も伝えら れた
か なと思う4日間 で し た ｡ 子ども達にと っ て
夏休み の暑 い 時期 , 汗を掻き , 填を浴び , 鶴
切 なお兄ち ゃ んや お姉ち ゃ ん に , 一 緒に遊 ん
で もら えた面白い , そして 楽し い 夏の 思 い 出
に な っ たか どうか は , 出来 た作品を見る たび
に思 い出してく れる こと だと思 います｡
ま た , 地域に開 か れた大学と い う主旨 で の
特別講座だ っ た わけで すが , 子ども達の 表情
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や , ご父兄の笑顔か ら , 充分その 目的は達せ
られたと信じて い ます ｡
5 . 今後の高岡短期大学の地域開放事業
今回 の よう な子ど もたち 向けの 開放事業
は , 本学の 場合これまで ほ とん どなく , 昨年
度か ら始ま っ て い る こ の ｢大学子ども開放プ
ラ ン｣ 事業の み です ｡ 昨年度の ｢パ ソ コ ン を
使 っ て T シ ャ ツ や カ レ ン ダ ー , 名刺などの オ
リ ジナ ル グ ッ ズ作り｣ も子どもたち か ら好評
を得ま したが 9 今年度の ｢蝋型鋳造 で オリ ジ
ナ ル グ ッ ズ制作｣ に つ い て も , 楽し か っ た ,
感動 した , 難し い 所もあ っ たが勉強に な っ た ,
初めて の 経験 , 発見等 , 好評を博した受講者
か らの 感想が 多く寄せ られま した ｡
しか し
, 地域の 多く の子どもたち は ｢高岡
短期大学｣ と い う名前 , 外見は知 っ て い て も ,
大学の 中にどんな施設設備があり , 大学の 先
生はどん な仕事をして い るの か , 学生 はどの
よう に して勉学して い る か など知ら な い こと
が多い と思 い ます ｡ しか も多く の 人に大学は
敷居が高 い , 行きに く い 等閉 ぎされて い ると
い うイ メ ー ジが根強く残 っ て い ます ｡
真に ｢地域に 開か れた高岡短期大学｣ と な
るに は , 一 般 の 人々 は勿論 , 子どもたちか ら
も地域産業に 関わりの 深 い 本学の 教育機能や
施設設備を利用で きる , そう した本学の 特色
を活 か し た開放事業 の充実が必要であり , 本
学をも っ と身近に感じてもらう ため の 事業が
必要だと思 います｡
平成 1 1年6 臥 生涯学習審議会は ｢生活
体験 ｡ 自然休験が日本の 子どもの 心をは ぐく
む｣ と題する答申を行い ま し た ｡ そ の 中で ,
｢今 , 緊急 に 取組が もとめ ら れる こ と｣ と し
て ｢ 大学 ･ 専門学校等の 高等教育機関や専門
学校の 教育機能を活 かす｣ こと が述 べ られて
い ます｡
大学等には , 子どもたち の 関心や興味を呼
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び起 こ し , 夢をは ぐくむ こと が期待 で きる施
設や設備が あります ｡ こ の 施設設備や教育機
能を地域社会に 活 かすこ とが広く地域社会か
ら認め られる要因に もなります ｡ 特に本学に
は , 高岡で培われ生活に密着し ながら 発展 し
て きた伝統工 芸産業とその才支術に 関わりの 深
い金属工 芸 , 漆工 芸 , 木材工芸の 三 つ の 教育
コ ー ス か らな る産業造形学科 , 設備が ありま
す｡ こ れらの機能を実際に子どもたちか ら経
験 して もらう こ と は本学をより正しく理解さ
【用語解説】
九 つ ろ う
※ 1 蜜蝋
※ 2 松ヤ ニ
※ 3 ピ ュ ー タ ー
※ 4 200番緬
※ 5 焼 き ベ ラ
※ 6 浜砂
ま わ
※ 7 真土
は じ る
※ 8 埴汁
※ 9 ジ ュ ー ト
※ 10
※ 11
※ 1 2
･X･ 13
ちゅうとう
注渇
f='っ ろう
脱蝋
ゆ み ち
子易道
し 上うせ い
鋳型焼成
れる こと にもなるで しょ うし , 地域の伝統工
芸文化 , 技術に触れら る機会をより多く得る
こ と にもなります｡
高岡短期大学 の使命と して , ｢本学 の教育研
究資源を地域社会に広く開放す る｣ と い う理
念があります() そうい う意味 でも成人向けに
加 え ,今後広く 子どもたち向け に本学の 特色 ,
ある い は学科の機能 , 特色を活か した開放事
業を充実する こ とが肝要だと考えて い ます｡
: ミ ツ バ チの架から ハ チ ミ ツを採り , 残りを水と 一 緒に煮立て て金網で渡したもの ｡
ミ ツ バ チ の脇腹か ら分泌される昆虫蝋で融点は 61 - 66 ℃｡
:松 の木か らとれる樹脂 ｡ 杉 の 木の樹脂も使われる ｡
:錫に鋼を5% . ア ン チ モ ニ ー を5 %程加 えた合金 ｡ 軽い毒性の あるア ン チ モ ニ ー
は 9 こ の 講座 で は加 えて い な い ｡
:-一 寸 (3.伯 c m) に 2 00本の線がある編で , 200番はその日が見えない位に細か い ｡
100- 80番でも細か い ｡ 50 - 30番で中間｡ 1 0番で粗い 砂がふ る える｡
:蝋を溶か して細工 するた め の 鉄 ベ ラ｡ 温 め て使う｡
:塩分の ない海岸近くの細か い砂｡鋳物土に使う｡ 近くの千里浜の砂がよく使われる｡
:鋳型を焼く鋳造技法に使う砂で , 一 度 . 焼 い たもの .繰り返し鋳型 に用 い ～ 鋳造
に と っ て大切 な砂｡
:粘土 を水で溶 い た もの で , ハ ニ シ ル (ねば つ ち , 粘土の 汁) が正式な名称
で あろ うが , 鋳物で は ハ ジ ル と呼ぶ ｡ ハ ジ ロ とも呼ぶ c
: オ ウ マ の繊維｡ 他に も和紙や綿の繊維を鋳物土 に加 えて . 土 の ひ び割れを
防ぐなど , 効果が大きい c
: 溶けた金属を湯と呼ぶ c 湯を鋳型に注ぎ込む こ と o
:鋳物土 でく るん だ蝋を炭火などで温め て , 鋳型の 外に溶か し出すこ と ｡
:溶けた金属を流 し込むた め の 道｡ 蝋型鋳造で は蝋原型 に . 蝋で作 っ た 湯道
をとりつ ける｡
:莫土を埴汁で粘結し た (固め た) 鋳型 を薪などで焼 い て , 粘土中の 結晶水
を焼き飛 ば し , 素焼き にする ｡ 結晶水が除去される には , 850 ℃く らい で長
時間焼 か なけ ればな らな い ｡ 十分に焼 けて い なければ 午 鋳造が 失敗する こ
と が ある ｡
